





















氏が平成 13 年 12 月 31 日付を以って勇退された。突然の意思表示に当初は驚い
たが、技術室の将来を見据えた熟慮と真情にいつしか得心した次第である。昭
和 34 年からの長期にわたるご貢献に対して衷心より敬意と感謝の意を申しあ
















































ような career path をデザインすべきであろうか？大学の中の一部局程度の小
さな世界に、10 年、あるいは 20 年閉じこもるようなシステム設計はもはやあ
り得ないのではないだろうか？ 
以上に述べたことに対するモデル解答は、おそらくどこにも用意されていな
いであろう。大学人自ら切り拓くしか途はないように思われる。関係各位のご
理解のもと、自由闊達な議論が技術室から湧き上がってくるよう環境づくりに
努める所存ですので、一層のご支援をよろしくお願いいたします。 
 
